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藤
井
寺
市
域
の
村
々
が
所
属
し
た
堺
県

は
、
明
治
14（
1
8
8
1
）年
に
廃
止
さ
れ
て

大
阪
府
に
併
合
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、

前
回
お
話
し
し
た
複
数
の
町
村
を
含
む
区
に

は
、
戸こ

ち
ょ
う長

と
呼
ば
れ
る
役
職
が
置
か
れ
て
い

ま
し
た
。
戸
長
と
は
、
行
政
事
務
の
責
任
者

の
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代
の
庄し

ょ
う
や屋

・
名み

ょ
う
し
ゅ主

の

役
割
を
引
き
継
い
で
お
り
、
の
ち
の
町
村
長

に
あ
た
り
ま
す
。

明
治
11（
1
8
7
8
）年
に
は
郡ぐ

ん
く
ち
ょ
う
そ
ん
へ
ん

区
町
村
編

成せ
い
ほ
う法

が
制
定
さ
れ
、
区
よ
り
も
個
々
の
町
村

の
役
割
の
ほ
う
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
ま
で
複
数
の
町
村
を
含
む
区
に
置
か
れ

て
い
た
戸
長
は
、
町
村
ご
と
に
置
か
れ
て
公

選
で
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
戸
長
役

場
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
戸
長
は
、
明
治
17（
1
8
8
4
）

年
に
は
府
知
事
・
県
令
が
選
任
す
る
よ
う
に

変
更
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
た
た
び
複

数
の
町
村
を
含
み
、
５
０
０
戸
ご
と
に
一
つ

の
役
場
を
置
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

複
数
の
町
村
に
ま
た
が
る
範
囲
を
管
轄
す
る

役
場
は
、
連
合
戸
長
役
場
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

藤
井
寺
市
域
で
は
、
丹
北
小
山
村
・
津
堂

村
が
連
合
戸
長
役
場
の
う
ち
の
第
九
戸
長
役

場
の
、
岡
村
・
藤
井
寺
村
・
野
中
村
が
第

四
五
戸
長
役
場
の
、
道
明
寺
村
・
大
井
村
・

国
府
村
・
北
条
村
・
船
橋
村
・
沢
田
村
・
古

室
村
・
林
村
が
第
四
六
戸
長
役
場
の
、
志
紀

小
山
村
が
第
四
七
戸
長
役
場
の
そ
れ
ぞ
れ
管

理
す
る
区
域
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

以
上
、
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
制
度
の
変
遷
を

述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
記
し
た
各
連

合
戸
長
役
場
の
管
理
区
域
が
基
本
的
な
枠
組

み
と
な
り
、
明
治
22（
1
8
8
9
）年
の
市
制・

町
村
制
の
施
行
に
よ
る
村
々
の
合
併
と
新
た

な
村
の
創
出
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
す
。

　
道
明
寺
村
・
大
井
村
・
国
府
村
・
北
条
村
・

船
橋
村
の
5
村
が
合
併
し
て
道
明
寺
村
に
、

沢
田
村
・
古
室
村
・
林
村
の
3
村
が
合
併
し

て
沢
田
村
に
、
岡
村
・
藤
井
寺
村
・
野
中
村

の
3
村
が
合
併
し
て
長
野
村
に
、
志
紀
小
山

村
・
丹
北
小
山
村
・
津
堂
村
の
3
村
が
合
併

し
て
小
山
村
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
道
明
寺
村
・
沢
田
村
・
長
野

村
・
小
山
村
の
4
つ
の
村
が
近
代
行
政
村
と

し
て
成
立
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
合
併
の
範

囲
を
先
の
連
合
戸
長
役
場
の
管
理
区
域
と
比

べ
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
同
一
の
ま
と
ま
り
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

さ
ら
に
４
つ
の
村
は
、明
治
23（
1
8
9
0
）

年
に
は
道
明
寺
村
と
沢
田
村
が
合
併
し
て
新

た
に
道
明
寺
村
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
明

治
29（
1
8
9
6
）年
に
は
長
野
村
が
藤
井
寺

村
に
名
前
を
変
え
ま
す
。
そ
し
て
大
正
4

（
1
9
1
5
）年
に
は
藤
井
寺
村
と
小
山
村
が
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行
政
区
画
の
変
遷
と
、
鉄
道
の
延
伸

行
政
区
画
の
変
遷
と
、
鉄
道
の
延
伸 236

ふ
じ
い
で
ら

ふ
じ
い
で
ら

歴
史
紀
行

歴
史
紀
行

合
併
し
て
新
た
に
藤
井
寺
村
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
市
域
は
道
明
寺
村
と
藤
井
寺
村
と
い

う
、
2
つ
の
村
と
な
る
の
で
す
。

さ
て
、
行
政
区
画
の
変
遷
と
と
も
に
、
近

代
の
地
域
に
影
響
を
あ
た
え
た
大
き
な
出
来

事
と
し
て
、
鉄
道
の
敷
設
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て

見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
井
寺
市
域
の
鉄
道
路
線
は
、
明
治
31

（
1
8
9
8
）年
3
月
24
日
に
開
業
し
た
、
河か

陽よ
う

鉄
道
の
柏
原
・
古
市
間（
現
在
の
道
明
寺
線

を
含
む
）が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
河
陽

鉄
道
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
河か

な
ん南
鉄
道
は
、

大
正
7（
1
9
1
8
）年
に
鉄
道
大
臣
か
ら
、

道
明
寺
・
大
阪
天
王
寺（
現
在
の
大
阪
阿
部

野
橋
）間
の
延
長
線
の
敷
設
の
許
可
を
受
け
ま

す
。
や
が
て
河
南
鉄
道
は
大
阪
鉄
道
株
式
会

社
に
改
称
し
、
大
正
11（
1
9
2
2
）
年
4

月
18
日
に
道
明
寺
・
布ぬ

の
せ忍
間
、
大
正
12

（
1
9
2
3
）年
4
月
13
日
に
は
布
忍
・
大
阪

天
王
寺
間
が
開
業
し
ま
し
た
。

当
時
、
私
鉄
は
、
大
都
市
の
膨
張
の
波
に

乗
っ
て
、
旅
客
を
獲
得
す
る
た
め
に
郊
外
の
沿

線
の
宅
地
開
発
と
住
宅
建
設
に
力
を
入
れ
て

い
ま
し
た
。
道
明
寺
・
大
阪
天
王
寺
間
を
開

業
さ
せ
た
大
阪
鉄
道
も
、
延
長
工
事
と
併
行

し
て
住
宅
用
地
の
買
収
、
造
成
を
行
い
、一般

に
分
譲
す
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。
次
回
は
、

藤
井
寺
市
域
に
お
け
る
当
時
の
住
宅
開
発
な

ど
の
様
子
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　
新
開　
義
夫
）

▲大和川を渡る河陽鉄道の路線（現在の近鉄道

明寺線）


